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結果から、約lOnm程度の範囲内で有意な力が働き、ギャップから数ナノ程度、許容状態では函 16 (a) 
の破隷の記置程度のイ立量で最大の力が得られる結果となっています。また、禁制状態は許容状態と比べ、
よりギャップに近い位置で最大となり、ダイマーの許容状態と禁制状態の分極の対称性が力の現れ方に
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